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今、改めて防災を考える② 

校長 谷 浩明 

 

今年は、人生のなかで最も暑い夏を経験したという人がほとんどだと思います。夏とい

えばプールですが、気温と水温が高すぎて学校では実施できない日もありました。9 月 6

日（水）には特別支援学校高等部の陸上競技大会であるトライスポーツが行われました

が、学校での練習の際には、熱中症警戒のため、内容を変更して実施することもありまし

た。気候変動に伴い、学校でも様々な工夫や新たな対応が求められています。 

こうした暑い時期ではありましたが、夏休み期間中の 7 月 25 日(火)に、本校舎を会場

に福祉避難所設置訓練を実施いたしました。本校職員以外にも、学校運営協議会委員、一

関市保健福祉部長寿社会課、福祉課、一関市子育て支援センター、一関市消防本部防災

課、学校ボランティア、県立大学の皆様にもご参加いただました。 

最初に、一関消防本部の方から、避難所用パーティション、非常用ベッド、ポータブル

発電機などの紹介や使用法の説明をしていただきました。災害時にもこうした物品の貸し

出しが可能とのことでした。今後、児童生徒の防災学習でもお借りして、活用させていた

だきます。また、本校では児童生徒が 3 日分の食料を家庭から持参して教室で備蓄して

いることや、それ以外の本校の備蓄品である食料、毛布などの紹介をしました。実際に本

校の備蓄品を目にするのは初めての職員も多く、書面だけではなくて、実際に自分の目で

見て、確認をすることが大切だと実感しました。 

次に、グループごとに避難場所の教室等に分かれて、避難者を受け入れるためにはどの

ような準備や対応が必要か演習を行い、最後に全体で各グループの課題等を共有しまし

た。 

最後の情報共有では、人工呼吸器を使用している方への電源確保や、避難所として受け

入れる対象者についてなど、様々な意見が出されました。 

訓練の目的は、防災学習を通じて、児童生徒をはじめ、私たち教職員や地域の方々のつ

ながりを強めながら防災力を高めていくことです。児童生徒が在学中に災害に遭遇し、自

宅に帰れずに学校に泊まる、本校に避難するということがなかったとしても、長い人生の

どこかでは、大きな災害に遭遇して、自宅以外の場所で過ごす可能性は十分にあります。

今後も 3 日分の食料持参、備蓄で良しとせずに、実際にその食料に頼らなければならな

い事態が生じたときに、どのように学校で過ごしたらよいか、児童生徒が実際に考え、体

験する学習も実施していく予定です。 

また、学校運営協議会におきましても、避難所訓練での学びも活かしながら、今後も本

校と地域の防災について検討してまいります。 
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 ７月２５日（火）に令和５年度第２回学校運営協議会が開催されました。当日は、本校

の福祉避難所設営訓練日であり、そこに運営協議会委員の方にも参加していただく形で実

施しました。本協議会では、昨年度から「学校安全と防災」をテーマに協議を重ねてきて

おり、今回は、訓練により、福祉避難所設営に向けて開設・運営方法について学び、演習

を通してみつかった課題の把握と共有を目的に実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「管理班、情報班、食糧班、物資班等に分かれて開会」    「一関消防本部さんからの災害時用の物品の説明」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「一関消防本部さん：発電機の使い方」                 「グループ演習の様子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「グループ演習の様子」                     「グループごとの発表」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 7日（木）～8日（金）の二日間、

6年生２名で仙台松島方面へ修学旅行に

行ってきました。 

初めて見学する場所ばかりで、行く

先々目を大きくし、興味深く見学しまし

た。新幹線や地下鉄、バスなど公共の交

通機関を利用できたのも貴重な経験にな

りました。 

本校舎 小学部 

10月 11日（水）～13日（金）に、恵まれた天候の中、東京、千葉方面に修学旅行に行っ

てきました。お台場、東京ディズニーランド、東京スカイツリーなどを回り、Ａ組はこれら

に加え、葛西臨海水族園や深川江戸資料館なども見学しました。 

生徒たちは展望台から見る東京の風景を楽しみ、ディズニーランドで様々なアトラクショ

ンを満喫するなど、楽しく充実した３日間を過ごしてきました。  

本校舎中学部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あすなろ分教室 

【小学部】 

９月４日（月）、本校舎を訪問してきました。当日は１名欠席のため、１名で行きました。 

 本校舎では、副校長先生に自己紹介をしたりプレゼントを渡したりしました。コツコツ作っ

てきたマグネットとメッセージカードを、副校長先生はとても喜んでくれました。バスの中で

は、普段とは違う揺れや音に時折驚きながら、全身で街の様子を感じることができました。 

【中学部】 

９月 20 日（水）、一関市遊水地記念緑地公

園とイオンスーパーセンターへ行ってきまし

た。公園では花を探したり、橋の名前を確か

めたりする課題に取り組みながら散策まし

た。イオンスーパーセンターでは、買い物を

したり、サーティワンアイスクリームで店員

にメモを渡してアイスクリームをテイクアウ

トしたりと、久しぶりの外出と外食に笑顔い

っぱいでした。中学部での思い出がまた一つ

増えました。 

 ９月 13 日（水）、高等部３年生４名

で、達谷窟毘沙門堂を見学しました。バ

スの中では、歌を歌ったり、車窓の景色

を眺めたりして、修学旅行の雰囲気を味

わうことができました。 

境内では、岩面大仏を見上げて感激し

たり、友達と並んで写真を撮ったり、久

しぶりの外出を満喫していました。日常

とは異なる時間を友達と一緒に過ごし、

良い思い出ができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※山目校舎小学部は１１月１日～２日、本校舎高等部は１１月２９日～１２月１日の予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月６日（水）、北上総合運動公園陸上競技場に県内 12 校１分教室の支援学校が集い、Try ス

ポーツが開催されました。本校高等部からも C組と D１～３組の生徒たち合わせて 44名が、50

ｍ走や 100ｍ走などのトラック競技、ソフトボール投げや立ち幅跳びといったフィールド競技、

そしてフライングディスクやフロアボウリングなどにエントリーし、熱戦を繰り広げました。 

酷暑の中でも仲間と一緒に練習を頑張り、当日、全力を出し切った生徒たちからは充実感あふれ

る笑顔がたくさん見られました。 

ハピきら 

 ６月１５・１６日に盛岡方面に千

厩小の６年生と修学旅行に行きまし

た。 

賢治記念館や科学館、博物館を一

緒に回って楽しみながら経験を高め

て来ることができました。 

みなトモ 

４月１９日から２１日、千厩中学校３年生と一緒

に、東京・千葉方面へ修学旅行に行きました。「千中

の生徒と一緒に行動する」や「自分の物は自分で管理

する」といった目標を意識しながら、旅行を終えるこ

とができました。ディズニーランドでは２人の好き

なキャラクターが出るアトラクションに乗ったり、

お土産を自分たちで選んで買ったりすることがで

き、「一番楽しかった」と話していました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

「１００m走」                               「８００ｍ走」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１５００ｍ走」                             「男子リレー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ソフトボール投げチーム」                     「フロアボウリング」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一関地方小学校陸上大会  

9月 20日（水）、一関運動公園陸上競技場に

おいて、一関地方小学校陸上大会がありまし

た。この大会の 6年男子 100ｍ決勝に、本校舎

小学部 6年生の小山龍桜さんが出場しました。

同じ学部の 4 名の児童も応援に行きました。

放課後も気温が高く、思うような練習ができ

ませんでしたが、当日はたくさんの小学生が

いる中、全力で走りました。 


